
CSF工法　表層美装材吹付状況 CSFショット工法　繊維補強モルタル吹付状況

概　要
　老朽化したモルタル吹付（コンクリート吹付を含む）を撤
去することなく、吹付面および吹付面背後地質の表層部を健
全化させ安定性を向上させる工法。用途に応じて「CSF工法」
と「CSFショット工法」に分けられる。

【軽微な劣化面に対応する　CSF 工法】
　劣化状態が軽微なモルタル吹付面を、表層含浸工と表層被
覆工（必要により空洞部注入工）により防水効果に優れた
法面に再生する表面保護工法。材料は「CSのりめん」（コンク

リート改質剤）と「CS
フィラー♯120P」（無
機質系表面被覆材に分
類されるポリマーセメ
ントモルタル）等を使
用し、表面の美観を回
復させるとともに、耐
久性を持った法面へと
再生する。

【老朽化面に対応する　CSF ショット工法】
　劣化が進行した補修可能なモルタル吹付面に対し、モルタ
ル吹付面を撤去することなく、表面含浸工、補強アンカー（空
隙部注入含む）工、表面被覆工（繊維補強モルタル吹付工）
で補強し保護効果を再構築する工法。材料は「CSのりめん」

（コンクリート改質
剤）と「Ｌ型補強ア
ンカー」「コンクリー
ト補強用ビニロン繊
維」等を使用し、背
面地山・既設吹付・
新設吹付面を一体化
することで安定性を
確保し耐久性のある
法面へと再生する。

施工手順

コンクリート改質剤塗布工（CS のりめん）の効果
　モルタル吹付面は施工箇所が急斜面であるので施工後の養
生が十分に実施できず、日射、風雨等の自然条件を直に受け
るため、初期より目視できない収縮クラックなどが無数に発
生している。その後経年劣化が進むに伴いクラックが拡張し、
雨水の浸透でコンクリートの劣化、地山の風化が進行する。
　こうしたクラックの問題を解決するため、本工法では微細
クラック内でセメントの水和反応を活性化させクラックを補
修する目的で、コンク
リート改質剤（ケイ酸塩
系表面含浸剤・反応型）
を既設の老朽化吹付面に
下地処理工（0.4㎏/㎡）
とし塗布し、新設吹付面
にも表層処理工（0.1㎏/
㎡）とし塗布することで
コンクリート質の改善を
図る。
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概　要
KTBスーパーメタルフレーム工法は、斜面安定用受圧板

として、鋼製フレームを使用した法枠アンカー工法で、KS
シリーズ、オクトシリーズ、KSGシリーズの３つのシリーズ
がある。受圧板の軽量化、施工性の向上およびコスト縮減、
斜面の安定、自然と調和した景観、植生を考慮した形状が期
待できる。

特　長
１．製品コスト、施工コストの大幅な縮減

大型の重機を必要とせず、狭いスペースでも容易に施工で
きる。

２．極めて軽量
受圧板は、ハイテク技術を駆使した完全密閉型の亜鉛・ア
ルミニウム容射鋼板フレームで、極めて軽量である（コン
クリート受圧板の約1/6）。

３．優れた耐久性・耐候性
メタルフレームに亜鉛・アルミニウム容射を施し、さらに
トップコート仕上げで完全防錆。耐久性、耐候性、不燃性
に優れ、斜面の安定に役立つ。

４．美しい景観の実現
多彩な色調が選択でき、自然と調和して美しい景観が得ら
れる。 

５．テンドンは、防錆を実現し高耐久性のあるSCストラン
ド®、定着はくさび定着を基本に微調整をねじ式にした
KTB定着工法、アンカーはKTB永久アンカー工法を採用。

【KSシリーズ】
KSシリーズは、従来の法枠工法の施工上の問題点である、

重くて作業性が悪い、工費が高い、工期がかかる、などの諸
問題を一挙に解決した工法である。

軽量で大型重機を必要とせず、耐久性に優れ、美観に富み、
しかも製品コストも施工コストも大幅に縮減できる。

【オクトシリーズ】
オクトシリーズは、切土法面の安定化、斜面の崩壊や地す

べり防止のための受圧板として、高強度で高い信頼性を有し、
小型かつ軽量で施工性に優れている。さらに、斜面の全面緑
化を容易にし、景観および環境上の問題も解決する。ボトム
プレートに植生のための多数の給排水孔を設け、施工後の全
面緑化を可能にするよう工夫されている。

【KSGシリーズ】
KSGシリーズは、斜面の安定と全面緑化を両立させること

を可能にする。ボトムプレートに植生のための多数の給排水
孔を設け、施工後の全面緑化を容易にするよう工夫がされて
いる。また、植生を必要としない場合は、あえて給排水孔を
設けない仕様も可能。
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